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軟部入類学 は足立(1896)が 日本 人50名(男 性34,女 性16),他 に 不明13例 の上 肢動 脈

を調査 した時 に始 まつた と言 え る。次で1897年 に 日本入生 体男子200人 の胸骨筋につい

て報告 した。 これ が 日本入生 体に就ての筋系統 に関す る,軟 部 人類 学的研究 の最初であ

つた。それ 以来,軟 部 組織 に於け る入種差 を研究 す る分野が発達 して来 た。就 屯 足立

及 びLGthの 業 績 は特筆すべ きものである。

従来,筋 系統 に関す る調査 は,屍 体を材料 とした ものが多 く,生 体に就い て観察 した

ものは余 り多 くない。併 しン生 体を対象 に選べ ぽ,多 数材料 が得 られ,人 種差 の調査 に

も好都合 であ り,叉,家 族的調査 も容 易であつ て,遺 伝的研究 に も寄与 す ることが出来

る。

最近,Loth(1949)は,多 数 のUgandaNegroes生 体 の筋につ いて調査 した結果 を

報告 してい る。叉,Hutte1(1953)は シ ア フ リカ黒 人Bas-Dahomeyの 二,三 の筋 に

就いて発表 してい る。

筆者 は 日本 人の腓腸筋(M。gastrocne田ius)に 関 して調査 した成績 を,こ こに報 告

す る。

この腓腸筋は二 頭を以て,大 腿 骨の両側躁 の後面 か ら起 り,そ の両 頭 の筋繊維が腱膜

に移 行す る際に,両 側頭 の形態に相異が ある。 この ことは,既 に 硫 磁zin曲i(1873),

Testut(1884),An出o且yetHazard(1905)が 注 意 してい る。一般 には,内 側頭が外

側 の もの より長 く♪両者 の中,内 側 頭が よ り広 く且つ厚い とされてい る。

倫,日 本人 男子 の腓腸筋 に就いては,既 にChipPauxetOlivier(1950)が50名 を 調

査 してい るが,材 料 の点か ら充分 とは言 えない。

1材 料 と 方 法

1953年7月 か ら8月 にわ たつて,日 本人 成年 男子404名(保 安 隊員288名 及 び長野県 西

筑摩郡新開村住民116名)及 び成年女子97名(薪 開村住 民)に 就 いて調査 した。その方

法は,被 検者 を爪先 で立たせ て,触 診 と操作 に よつ て行つた。 この際,Loth(1949)は

次 の如 く注意 してい る。既 ち,特 に外 側頭は筋繊維が急 に終 る ことな く,徐 六に移行 す

る ことが あるか ら,筋 縁 を正確 には決め ることが出来 ない と。伺,女 子 では屡 女,皮 下
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74　（116） 鈴木　誠 No．4

脂肪組織が発達していて，観察不能な場合があるQ

　先ず，腓腸筋の内側頭低位（Medial　head　10nger）を互型，両側頭同位（Both　heaδs

equa1）を＄型，外側頭低位（Lateral　head　longer）を顕型とした（第1図参照）。叉，

三型（Calfイorm）を細長型（Slight），三等型（Medium），肥満型（Gross）の三つに

分類して，その形態を観察した（第2図参照）。

　　第冤図
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2　観　察　成　績

　日本人生体約500名　（男子約400名及び女子約100名）に就いて，腓腸筋の両頭の関係

と脚型を調査した結果を第1表に示す。

他人種との比較のために，他著者のものを並記する。

　日本入に於ても，内側頭低位（1型）のものが大多数であり，左右の差は僅少であっ

て，その関係を第2表に示す。男女間には少しの差異がみられる。入種差は或程度認め

られるがs確かなことは，更に資料を充分整えた上で決定すべきである。

第竃表腓腸筋頭の型
Medial　head　longer　r　Both　heads　equal　［Lateral　head　longer

　　　［EZ　　　　　　　　　　】1　　　　　　　　　　1旺
I15．ffsi15iE－anese（（一male5

（Suzuki）
8L　31a／o 8．　91 9．　78

ptiany垂≠獅?唐?ifemale5

（Suzuki）
88．　66 6．　70 4．　64

Indonesians
（Chippaux　and　Olivier）

91 6 3

遷臨輿・li。・，αl

Negroes
（Loth）

g4．　6s　．　1・　2．　66　i　2．　66

83．5　1　5．8　i　8．8
Arabs
（Loth）

83．　0 3．0

Finns
（Forseel）

82．　5 L2 6．　3

Poles　s
（Duckniewki）

89．　1 J 3．　1 7．8

第2表　腓腸筋両頭の左右関係

Japanese　males Japanese　females
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I
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璽

Coofficient　of　association
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唖 工

翼
盟

O．　998

1．　000

1．　ooe

次に，脚型を第2図の如き標準によって・分類したものが第3表である。
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第3表脚　型頻　度

Siight Medium Gross

Japanese
male　414

female　104

36．　47％

21．　15

45．　65

29．　81

17．　87

49．　04

　冒本人男子では，中等型のものが最：も高率で，肥満型が最低率である。之に反して，

女子では，肥満型が著しく高率を示し，細長型が最も低率である。この差異は，女子の

皮下脂肪組織がよく発激していることに起因するものと考える。

3　考 察

　筆者が日本入屍体を解剖した結果によると，小数は少いが（男性14偽女性2体），

第4表に示す如く，内側頭低位（亘型）のものと外側頭低位（翅型）のものが相半して

いる。

es　4表　屍体の腓腸筋頭の型

sex case
］
1 町 頭

Japanese
male

femaie

28 42．　86％

4 50．　00

10．　71

o

46．　43

50．　00

　又，Chippaux　et　Olivierの日本入生体材料では，全て内側頭低位（1型）のものの

みであったと言う。爾，白人では内側頭が外側のものより長いと言われ，Chudzinski，

Testut及びAnthony　et　Hazard等に依れば，黒人ではその反対であると言う。この

ことは，Huttelの報：告（亙型20。5％，麗型84．5％）にもみられる。

　これらのことは，前述の結果や他著者の報告と矛盾している。併し，Cuvier　et　Laur－

illardはこの意見に反対しているQ

　何れにしても，外側頭の筋繊維は内側頭のものよりも徐汝に腱膜に附着しているため

に，収縮は目立たないが，内側頭は著明な筋腹として終っているから，収縮が著しい。

それ故に，生体観察に際しては，誤りを侵す可能性のあることを考慮に入れておかねば

ならない。従って，屍体材料による調査が必要となるのであって，既にこのことをLoth

が指摘しているが，筆者も全く同意見であって，将来の追試を希うものである。

4　総 括

　日本人生体約500名に就いて，腓腸筋の両頭の型と脚型を観察した結果を要約すると

次の如くである。

　1）腓腸筋の内側頭低位（亙型）のものは，男子81．31％，女子88．66％で，資料の大

　　多数を占める。

　2）両側頭同位（9型）のものは，男子8。901％，女子6・7％である。

　3）外側頭低位（璽型）のものは，男子9・78％，女子4・64％である。
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4）腓腸筋両頭の型は，男女共に左右の差は僅少である。

5）一型に於ては，男子では中等型が最：も高率で，肥満型が最低率である。之に反し

　　て，女子では．肥満型が最高率を示し，細長型が最低率である。
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Summary

 ANTHROPOLOGICAL OBSERVATION OF THE CALF 

        OF THE LIVING JAPANESE

Makoto  SUZUKI*

(Department of Anatomy, Faculty of Medicine)

 I examined the gastrocnemius head types and  calf-fat  mes on about 500 indivi-

duals (400 males and 100 females) by palpation and manipulation in proper 

position (standing on toes) and found the following  results  : 

                                           M. gastrocnemius 

                     Medial head longer Both heads equal Lateral head longer 
 I  II  III 

     male  81.31%  8.91  9.78 
 Japanese  —  -  -  —   

      female  88.  66  6.  70  4.  64 

                                                  Calf-form 

                     slight medium gross 

           414 male 36.  47% 45. 65  17.  87 
     Japanese 

           104 female 21. 15  29.  81  49.  04 

 In the majority of cases, the medial head is longer in both sexes. The diffe-

rences between the right and left sides are minimal and the racial differences 

relatively small. 

 On the calf- form, "medium" is most frequency in male, and "gross" is most 
in female. 

 According to my dissection materials (14 males and 2 females), type I and 

type II are nearly equal frequency. 

 And the study on 50 living Japanese males carried out by Chippaux and Olivier 

showed all type  T. And then Huttel reports type I is 20.  5% and type III 84. 5% 

on Bas-Dahomey  1\igroes. 

 It is contrary to the statement of anatomy and many authors, therefore we 

have to observe the numerous dissection materials. 

 At any rate, as Loth's remark we should be note that the fibers of the lateral 

head enter the tendon gradually than those of the medial head, while the medial 

head ends as a marked fleshy belly, and as a result the belly of the muscle is 

less conspicuous on contraction. 

   Professor of Shinshu University.


